
（2）
令和８年（2026 年）７月 26 日

る
。
⑴
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
限

ら
ず
、
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
を
対

象
と
し
た
包
括
的
な
支
援
の
基

本
理
念
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

⑵
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
す
る
た
め

の
実
態
把
握
等
に
つ
い
て
、
分

野
横
断
的
に
取
り
組
む
法
的
枠

組
み
を
整
備
す
る
こ
と
。
⑶
地

方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
支
援
を
安
定
的
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。
⑷
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
関
す
る
国
民
の
理

解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発

を
推
進
す
る
こ
と
。

◆

住
ま
い
の
安
定
と
居
住
支
援

の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見

書
　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、 

次
の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。

⑴
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
を

対
象
と
し
た
新
た
な
「
住
宅
手

当
」
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

あ
わ
せ
て
、
既
存
の
家
賃
補
助

制
度
の
対
象
拡
大
と
補
助
額
の

引
上
げ
を
図
る
こ
と
。
⑵
居
住

支
援
法
人
等
の
活
動
を
支
援

し
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
へ

の
居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
の
整
備

や
孤
独
死
へ
の
不
安
を
解
消
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
を
推

進
す
る
こ
と
。
⑶
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術

等
を
活
用
し
た
次
世
代
住
宅
の

実
用
化
を
推
進
し
、
高
齢
期
に

備
え
た
相
談
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
。
⑷
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
や
公

営
住
宅
の
空
き
住
戸
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
に
定
期
借
家
、
低
い
家

賃
で
貸
し
出
す
仕
組
み
を
全
国

に
広
げ
、
子
育
て
世
帯
等
へ
の

家
賃
減
額
や
所
得
要
件
の
緩
和

を
行
う
こ
と
。
⑸
生
活
保
護
の

住
宅
扶
助
基
準
額
を
現
行
の
家

賃
相
場
に
見
合
う
水
準
へ
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
柔
軟
な
基

準
設
定
を
可
能
と
す
る
こ
と
。

◆

核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
再

検
討
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

ナ
ー
ミ
ル
ク
の
殺
菌
処
理
及
び

ド
ナ
ー
の
検
査
等
の
支
援
を
行

う
こ
と
。
⑶
ド
ナ
ー
登
録
者
数

を
増
や
す
た
め
産
婦
健
康
診
査

時
等
で
の
周
知
機
会
拡
大
を
進

め
る
こ
と
。
⑷
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク

の
重
要
性
及
び
正
し
い
知
識
に

つ
い
て
医
療
現
場
及
び
国
民
に

対
し
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
。

◆

住
宅
宿
泊
事
業
に
対
す
る
監

督
体
制
の
強
化
と
住
環
境
保
全

を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、 

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。
⑴
住
宅
宿
泊
事
業
者
及

び
仲
介
事
業
者
に
対
す
る
監
督

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。
特

に
不
適
切
な
運
営
を
行
う
事
業

者
に
対
す
る
行
政
処
分
を
厳
格

に
運
用
す
る
こ
と
。
⑵
地
方
自

治
体
が
条
例
に
よ
る
実
施
期
間

の
制
限
や
独
自
の
規
制
を
柔
軟

か
つ
効
果
的
に
運
用
で
き
る
よ

う
技
術
的
助
言
及
び
制
度
的
支

援
を
行
う
こ
と
。
⑶
事
業
者
に

対
し
、
周
辺
住
民
へ
の
事
前
説

明
の
義
務
化
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生 

時
の
責
任
者
連
絡
先
の
明
示
、 

対
面
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
本
人
確
認
の
徹
底
を
指
導
す

る
こ
と
。
⑷
無
届
け
、
違
法
民

泊
を
根
絶
す
る
た
め
、
警
察
や

保
健
所
と
の
連
携
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
民
泊
仲
介
サ
イ
ト 

等
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ 

ー
ム
の
監
視
、
削
除
要
請
の
仕

組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。
⑸
住

環
境
の
保
全
を
最
優
先
に
、
住

宅
地
に
お
け
る
民
泊
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
居
住
者
の
意
向
を

反
映
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
を

含
め
た
制
度
の
検
証
と
必
要
な

法
的
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

◆

全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る

包
括
的
な
支
援
と
法
的
枠
組
み

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、 

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
求
め

◆
東
京
都
市
公
平
委
員
会
共
同

設
置
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

東
京
都
市
公
平
委
員
会
の
共

同
設
置
団
体
に
つ
い
て
、
一
部

の
団
体
に
お
い
て
名
称
が
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約
を

や
き
苑
受
変
電
設
備
及
び
非
常

用
発
電
設
備
改
修
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
金
額
は
１
億
６
千
687 

万
円
、
契
約
の
相
手
方
は
上
杉 

・
新
栄
建
設
共
同
企
業
体
で
、

工
期
は
契
約
確
定
日
の
翌
日
か

ら
令
和
９
年
６
月
30
日
ま
で
で

す
。

◆
三
鷹
駅
南
口
駅
前
広
場
Ａ
４ 

・
Ｂ
４
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
準
撤

去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
金
額
は
２
億
４
千
200 

万
円
、
契
約
の
相
手
方
は
三
菱

電
機
ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
東
日
本
支
社
で
、
工

期
は
契
約
確
定
日
の
翌
日
か
ら

令
和
９
年
10
月
29
日
ま
で
で

す
。

◆
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
買
入

れ
に
つ
い
て

　

消
防
力
の
強
化
及
び
環
境
性

能
の
向
上
を
図
る
た
め
買
入
れ

る
も
の
で
、
買
入
れ
価
格
は
２ 

千
513
万
５
千
円
で
す
。

◆
災
害
対
策
用
ト
イ
レ
カ
ー
の

買
入
れ
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ
の

確
保
を
図
る
た
め
買
入
れ
る
も

の
で
、
買
入
れ
価
格
は
３
千
338 

万
５
千
円
で
す
。

◆
保
冷
剤
付
き
背
当
て
パ
ッ
ド

の
買
入
れ
に
つ
い
て

　

市
立
小
学
校
児
童
の
通
学
時 

の
身
体
的
負
担
の
軽
減
や
熱
中 

症
の
予
防
を
図
る
た
め
買
入
れ 

る
も
の
で
、
買
入
れ
価
格
は
２ 

千
165
万
３
千
207
円
で
す
。

も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
の
見

直
し
等
を
行
う
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
牟
礼
老
人
保
健
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
を

受
け
る
者
に
つ
い
て
負
担
軽
減

の
対
象
と
な
る
低
所
得
者
の
う

ち
世
帯
全
員
が
区
市
町
村
民
税

非
課
税
と
な
る
も
の
の
合
計
所

得
金
額
の
下
限
を
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
居
住
費
及
び
食
費

の
金
額
を
見
直
す
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に

つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
が
令
和
８
年
４
月

１
日
等
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
ま

し
た
が
、
特
に
緊
急
を
要
す
る

た
め
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、
４
月

１
日
に
市
長
に
お
い
て
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
東
八
道
路
沿
道
環
境

誘
導
地
区
内
に
お
け
る
建
築
制

限
の
緩
和
等
に
関
す
る
条
例

　

建
築
基
準
法
第
49
条
及
び
第

50
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市

計
画
法
第
８
条
第
１
項
第
２
号

に
規
定
す
る
特
別
用
途
地
区
と

し
て
指
定
す
る
東
八
道
路
沿
道

環
境
誘
導
地
区
内
に
お
け
る
建

築
物
の
建
築
制
限
の
緩
和
等
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た

め
制
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

特
定
在
留
カ
ー
ド
又
は
特
定

特
別
永
住
者
証
明
書
を
印
鑑
登

録
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

個
人
市
民
税
関
係
に
つ
い
て

特
定
配
当
等
の
所
得
の
課
税
方

式
等
の
見
直
し
等
を
行
う
と
と

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

人
事
・
そ
の
他

意
見
書
・
決
議（
要
旨
）

変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

和
田　

俊
彦
（
新
任
）

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

石
井　

辰
男
（
再
任
）

　

江
田　

早
苗
（
再
任
）

　

藤
沼　

良
典
（
再
任
）

　

海
老
澤
成
行
（
再
任
）

　

髙
麗　

千
織
（
再
任
）

　

白
鳥　

邦
彦
（
再
任
）

　

田
中　

邦
明
（
再
任
）

　

田
中　

雅
之
（
再
任
）

　

濵
中　

龍
次
（
再
任
）

　

麻
生　

浩
司
（
新
任
）

　

伊
藤　

嘉
美
（
新
任
）

　

川
瀬　

昭
夫
（
新
任
）

　

栗
原　

伸
広
（
新
任
）

　

髙

�

槗
　

勝
彦
（
新
任
）

　

髙

�

槗
　

永
久
（
新
任
）

　

高
橋　

正
典
（
新
任
）

　

田
辺　

陽
介
（
新
任
）

　

冨
沢　

武
人
（
新
任
）

　

榛
澤　

章
浩
（
新
任
）

　

吉
野
佐
千
夫
（
新
任
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

渡
邉　

晃
男
（
再
任
）

　

市
橋　
　

亮
（
新
任
）

　

佐
口
美
穂
子
（
新
任
）

◆

ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
の
利
用
拡
大

を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、 

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
。
⑴
医
療
機
関
が
ド
ナ
ー

ミ
ル
ク
を
必
要
と
す
る
乳
児
に

十
分
提
供
で
き
る
よ
う
ド
ナ
ー

ミ
ル
ク
の
法
的
位
置
づ
け
を
明

確
化
す
る
こ
と
。
⑵
ド
ナ
ー
ミ

ル
ク
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
母
乳
バ
ン
ク
の
運
営
、
ド

第
２
回
定
例
会

可
決
し
た

　
　
議
案

補
正
予
算

◆
令
和
８
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
329
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
927
億
９
千
854 

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

契
約
・
財
産
の
取
得

◆
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ 

セ
ン
タ
ー
（
三
鷹
駅
前
図
書
館
）

非
常
用
発
電
設
備
及
び
空
調
設

備
等
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

契
約
の
金
額
は
２
億
１
千
450 

万
円
、
契
約
の
相
手
方
は
東
京

電
工
・
に
ち
で
ん
建
設
共
同
企

業
体
で
、
工
期
は
契
約
確
定
日

の
翌
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
12

日
ま
で
で
す
。

◆
三
鷹
市
福
祉
コ
ア
か
み
れ
ん

大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

契
約
の
金
額
は
４
億
６
千
783 

万
円
、
契
約
の
相
手
方
は
白
石 

・
大
創
建
設
共
同
企
業
体
で
、

工
期
は
契
約
確
定
日
の
翌
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
12
日
ま
で
で

す
。

◆
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け

参
加
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、 

核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
再
検

討
会
議
へ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
参
加
し
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
国
際
的
議
論
に
積
極
的
に

関
与
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

◆

中
東
情
勢
に
伴
う
ナ
フ
サ
不

足
・
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、 

次
の
事
項
を
求
め
る
。
⑴
物
価

高
騰
に
対
す
る
中
小
事
業
者
、

個
人
事
業
主
の
経
営
悪
化
を
防

ぐ
た
め
、
制
度
や
融
資
の
活
用

拡
大
、
要
件
の
緩
和
、
返
済
条

件
の
柔
軟
化
な
ど
、
経
営
面
に

対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
。
⑵

原
材
料
、
資
材
の
供
給
安
定
化

と
価
格
高
騰
対
策
を
速
や
か
に

講
じ
る
こ
と
。
⑶
医
療
物
資
の

値
上
げ
、
不
足
に
対
応
で
き
る

よ
う
医
療
機
関
に
対
し
て
補
助

金
等
の
支
援
を
行
う
こ
と
。
⑷

国
民
全
体
に
対
す
る
暮
ら
し
の

支
援
の
予
算
を
講
じ
る
こ
と
。

◆

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
の
引

上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、 

次
の
事
項
を
強
く
求
め
る
。
⑴

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
適
正

な
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑵
２
０
２
６
年
度
に
実
施
さ
れ

る
期
中
改
定
の
内
容
で
は
、
訪

問
介
護
事
業
所
の
経
営
実
態
に

十
分
対
応
し
た
も
の
と
は
言
え

な
い
こ
と
か
ら
、
第
10
期
介
護

保
険
事
業
計
画
及
び
２
０
２
７

年
度
介
護
報
酬
改
定
に
お
い

て
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安

定
的
な
提
供
体
制
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。

◆

子
ど
も
の
権
利
教
育
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、 

次
の
事
項
を
求
め
る
。
⑴
次
期

学
習
指
導
要
領
総
則
に
子
ど
も

の
権
利
条
約
の
趣
旨
を
明
記
す

る
こ
と
。
⑵
各
教
科
、
特
別
活

動
に
お
い
て
子
ど
も
の
権
利
を

体
系
的
に
学
ぶ
機
会
を
位
置
づ

け
る
こ
と
。
⑶
教
職
課
程
及
び

現
職
研
修
に
お
い
て
子
ど
も
の

権
利
条
約
及
び
こ
ど
も
基
本
法

に
関
す
る
学
習
機
会
を
確
保
す

る
こ
と
。
⑷
教
職
員
の
負
担
軽

減
及
び
人
員
配
置
の
充
実
な 

ど
、環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

◆

ア
ー
バ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
戦
略

の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
求
め

る
。
⑴
道
路
法
を
改
正
し
、
街

路
樹
を
道
路
の
基
本
構
成
要
素

と
し
て
位
置
づ
け
、
都
市
環
境

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
計
画
的
な
保

全
、
育
成
を
可
能
と
す
る
制
度

を
整
備
す
る
こ
と
。
⑵
ア
ー
バ

ン
フ
ォ
レ
ス
ト
戦
略
を
国
家
の

気
候
変
動
適
応
政
策
と
し
て
位

置
づ
け
、
樹
冠
被
覆
率
の
全
国

目
標
設
定
及
び
財
政
支
援
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
。
⑶
樹
木
医

等
の
専
門
人
材
育
成
に
加
え
、

自
治
体
職
員
へ
の
専
門
研
修
、

継
続
配
置
を
可
能
と
す
る
制
度

を
整
備
す
る
こ
と
。
⑷
都
市
樹

木
管
理
基
準
を
樹
冠
被
覆
率
及

び
植
栽
基
盤
確
保
を
基
本
原
則

と
し
た
内
容
に
改
定
し
、
全
国

共
通
の
標
準
化
を
図
る
こ
と
。

⑸
無
電
柱
化
等
を
推
進
し
、
道

路
設
計
段
階
か
ら
樹
木
の
健
全

育
成
を
前
提
と
し
た
技
術
基
準

を
確
立
す
る
こ
と
。

◇
拙
速
な
国
民
投
票
法
改
正
に

反
対
す
る
決
議

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
国
民
の
民
意
を
酌

み
尽
く
し
、
民
意
を
正
確
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ

る
と
考
え
、
国
会
及
び
政
府
に

お
け
る
拙
速
な
国
民
投
票
法
の

改
正
に
反
対
す
る
。


